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要 約 

本研究では骨盤傾斜がニュートラルの状態(n.p)と意図的な前傾位(a.t)、後傾位(p.t)の姿勢の差を検

証し、構え姿勢時における骨盤傾斜の違いが反応動作の遅速にどのような影響を及ぼすか検討するこ

とを目的とした。男子大学サッカー選手 6 名は構えの姿勢をとり、任意のタイミングでダッシュを行った。

構えの姿勢は n.p と a.t、p.t の 3 試技を実施した。結果は、動作反応時間において n.p と a.t が、p.t よ

りも速くなった(p＜0.05)。また、n.p と a.t のタイムに差はみられなかった。地面反力は、水平成分である X

成分において a.t および n.p が p.t よりも有意に大きい値を示した(p＜0.05)。構えの自然姿勢と骨盤を

前傾させた状態の姿勢を比較し、動作開始時間、地面反力の値に差は見られなかったのに対し、後傾

位に関しては他の 2 つの姿勢と比べて低い値を示した。つまり、意図的にとった姿勢においても前傾位

ではパフォーマンスが低下せず、反対に後傾位の場合ではパフォーマンスが低下する傾向がみられた。 
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